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【年通号数】公開・登録公報2017-039
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月22日(2018.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の進行を制御する主遊技部と、
　遊技球が入球可能であり、遊技球が入球することにより賞球が払い出される複数の入賞
口と、
　遊技機内に誘導された遊技球が遊技機外に排出する際に通過する排出口と、
　情報を表示可能な情報表示部と
を備え、
　主遊技部は、
　ＲＯＭと、ＲＡＭと、ＣＰＵと
　を備え、
　主遊技部は更に、
　通常遊技と、通常遊技よりも有利な特別遊技と、
　前記通常遊技として、通常遊技状態と、通常遊技状態よりも前記特別遊技への移行確率
が高い特定遊技状態と、
　所定の入賞口への入球容易性に関する遊技状態として、第一遊技状態と、第一遊技状態
よりも当該所定の入賞口へ入球容易となる第二遊技状態と、
　前記複数の入賞口への遊技球の通過を検出し得る入球判定手段と、
　前記排出口への遊技球の通過を検出し得る排出確認手段と、
　少なくとも、前記通常遊技状態、且つ前記第一遊技状態のとき、前記入球判定手段によ
って検出された遊技球数に応じた賞球数と前記排出確認手段によって検出された遊技球数
とに基づく入球状態情報を、前記ＲＡＭに一時記憶する入球状態情報記憶手段とを有し、
　所定の条件を充足すると、前記情報表示部に前記入球状態表示を表示する
ことを特徴とするぱちんこ遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００５】
　本態様に係るぱちんこ遊技機は、
　遊技の進行を制御する主遊技部と、
　遊技球が入球可能であり、遊技球が入球することにより賞球が払い出される複数の入賞
口と、
　遊技機内に誘導された遊技球が遊技機外に排出する際に通過する排出口と、
　情報を表示可能な情報表示部と
を備え、
　主遊技部は、
　ＲＯＭと、ＲＡＭと、ＣＰＵと
　を備え、
　主遊技部は更に、
　通常遊技と、通常遊技よりも有利な特別遊技と、
　前記通常遊技として、通常遊技状態と、通常遊技状態よりも前記特別遊技への移行確率
が高い特定遊技状態と、
　所定の入賞口への入球容易性に関する遊技状態として、第一遊技状態と、第一遊技状態
よりも当該所定の入賞口へ入球容易となる第二遊技状態と、
　前記複数の入賞口への遊技球の通過を検出し得る入球判定手段と、
　前記排出口への遊技球の通過を検出し得る排出確認手段と、
　少なくとも、前記通常遊技状態、且つ前記第一遊技状態のとき、前記入球判定手段によ
って検出された遊技球数に応じた賞球数と前記排出確認手段によって検出された遊技球数
とに基づく入球状態情報を、前記ＲＡＭに一時記憶する入球状態情報記憶手段とを有し、
　所定の条件を充足すると、前記情報表示部に前記入球状態表示を表示する
ことを特徴とするぱちんこ遊技機である。
＜付記＞
　尚、本態様とは異なる別態様について以下に列記しておくが、これらには何ら限定され
ることなく実施することが可能である。
　本別態様に係るぱちんこ遊技機は、
　遊技球が入球可能であり、遊技球が入球することにより賞球が払い出される複数の入賞
口（例えば、第１主遊技始動口Ａ１０、第２主遊技始動口Ｂ１０、一般入賞口Ｐ１０、第
１大入賞口Ｃ１０、第２大入賞口Ｃ２０）と、
　遊技機の背面側に設けられた操作可能な操作部材（例えば、サブ入力ボタンＳＢ、発射
ハンドルＤ４４）と、
　情報を表示可能な情報表示部（例えば、入球状態表示装置Ｊ１０、演出表示装置ＳＧ）
と
を備え、
　前記複数の入賞口（例えば、第１主遊技始動口Ａ１０、第２主遊技始動口Ｂ１０、一般
入賞口Ｐ１０、第１大入賞口Ｃ１０、第２大入賞口Ｃ２０）における各入賞口への遊技球
の入球状況に基づいた表示である入球状態表示を情報表示部（例えば、入球状態表示装置
Ｊ１０）にて表示し得るよう構成されており、
　所定の条件を充足した状態で、操作部材（例えば、サブ入力ボタンＳＢ、発射ハンドル
Ｄ４４）への所定操作を実行することにより、入球状態表示が表示されるよう構成されて
いる
ことを特徴とするぱちんこ遊技機である。
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